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io@ruwe@ne@akusu ， cekantoor-soye@kane@an@poro@nupuri@an@ruwe@ne   
hfne ， nupuri@corpok@ta@otanikor@an@uskehe@ta@6P@yaptepa@hine@ora ， 
nea@cekantoor-soye@kane@an@poro@nupuri@turasi@hemespa ， 
ruwe  ne  akusu,  pirka  t nne  kmup  an  
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i6@ ruwe@ene@an@hi, 
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2.  民 話 (1) 
パ ナン ぺとぺ ナン ぺ がいました 
( ュクサ パウン ニ ，カムイ サ パウン 二 1,) 
パナン ペ O ノ l@ 男 ) とぺ ナン ペ 0 ノ ll 上男 ) がいました・ 人間を見たこともない 彼 
らは，ふたりだけで 暮らしていました・そして 鹿でも熊でもとって 家に運んで 
来て ， 何を食べたいとも 何を欲しいとも ，息わないほど ，何不自由なく 暮らして 
いました． 
けれども，ふたりは 熊の頭や鹿の 頭をど う 扱っていいのかわからないもので 
すから， あ ちこちに，熊や 鹿を殺しても ， その頭をめちゃくちゃに 捨ててばか 
り V 、 たのでした・ 
ところが，あ る 時 ，舟に乗って ，それから，海を 通ってどこかへ 行き，ふた 
りして舟に乗って ， しばらく行って ， どこかに行くと ，天を突いてそびえてい 
る大きな山があ りました・ 
そして，山のふもとの ，砂原のあ る所に舟を揚げて ，その天を突いてそびえ 
ている大きな 山に登って行きました・ 
すると， きれいな長いカヤ 原があ りました・ 
カヤ原の酉のはずれに ，金の家，大きな 家があ 先 そこに登って 行って，こ 
んな光景を目にしました・ 
家の東側に ， 天にとどくような 大きなトド松が ， 2 本立っていました・ 
そしてそのトド 松の上に， 1 本のトド松の 上に，黄金の 小鳥が木の中ほどま 
で下りたり上ったりしていました・ 
l)  yuksapaunni く 鹿の頭をつける 木 》， kamuysapaunni ( 熊の頭をつける 木 》とは，熊 
や鹿の頭骨を ， 先がニスになった 木の棒の先にはめて ，家の東側の 祭壇に立ててまつ 
る ，その木をいう・ 菅野茂 日 ウエペケレ集大成』 (P.168) には， yuk-sapa-un-mi ( 獲物  
頭 ・入れる・水づ 熊の頭をのせる 三叉の 水) とあ る・ 萱 好民 は， 熊の頭骨をのせる 棒 
も yuksapaunni だと言 う   
この uwepeker は パ ナン ぺと ペナン ぺ が登場するが ，いわゆる隣の 爺型 (パナン ぺ が 
成功して金持ちになり ， それをまねした ぺ ナン ぺ が失敗して死んでしまう ) ではなく， 
どうして熊や 鹿の頭骨を棒の 先にのせて祭るようになったかを 説明する説話 (upas- 
kuma) となっていて ，ちょっと特殊であ る・ 
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そしてまた， もう 1 本のトド松のところに ，銀の /1 、 ，烏が木の中ほどまで 下り 
たり上ったり 下りたり上ったりしている 様子が見えました・ 
ふたりはそれを 見て感心していました・ 
すると， 
「だれも出迎える 人もいませんから ， お入 りなさいし 
という声がしました． 
ですから， たいへん， かしこまって ， 戸のごく下の 方を開けて入りました・ 
すると神様と 見まがうばかりの 立派な老人がいました・ 
その下座には 神様のような 立派な老女がいて ，上座下座に 並んで座っていま 
した． 
その向かい側に 若い女性がひとり 1,i ました・ 
そしてふたりはそこに 入って行きました・ 
そして， かしこまっていましたところ ， 
「お双たち ほ だれによこされて 来たのでもない  
それはこうい う わけなのだ． 
鹿 の頭や熊の頭を ，お前たち ほ たくさんとっているが ，鹿は神のようなも 
のだが，鹿の 頭や熊の頭を ，お前たちはやたらに 捨てている・ 
そのことでお 前たちをとがめて ， それで， お前たちをここへよこしたわけ 
なのだ． 
私は海の神 だ ・
そしてこのようにお 前たちがするのを 見て， お前たちをとがめるために ， 
お前たちを来させ ， 私のもとへよこしたわけなのだから ， これからは， ュク 
サパタ ンニ というもの，それからカムイ サ パウン ニ というものを 作って， ( 祭
壇を作って ) 祭壇というものを 作って， そこに， ュクサ パウン ニと カムイサ 
パタ ンニ を作って， そこに，鹿の 頭も熊の頭ものせ ， 木 幣を作って ( 祭る ) な 
ち ぼ ， お前たちはよいものになる・ 
そうしなければ 罰せられるためにお 前たちは来た ， お前たちを私のもとへ 
よこしたというわけで ， お前たちは来たのだよ・ 
お前たちはそ う するか， どうな㌔ 
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と ，その神様のようなお 方 ，老人が言いました・ そこで，パナン ぺと ペナン ぺ 
はこう考えました   
「とがめを受けるより ，言 う とおりにしたほうがよさそうだⅠ 
と 考えて， 
「その， ユクサ パウン ニと カムイ サ パウン ニ の作り方を教えて 下さったら， 
そのようにしますから」 
と パ ナン ぺとぺ ナン ぺ が言いました・ すると， 
「こういうふうに ， こういうふうにして 作るのだ・ 
祭壇もこういうふうに ， こういうふうにして 作るものだよ  
お前たちもこのようにするんだよ」 
と ，その老人が 言いました・ 
それからそのようにすることを 承諾して，ふたりは 外へ出ました・ 
すると， あ とから， 外 へ出たふたりのあ とから， その神様のような 老人が， 
こ う 言いました・ 
「ここに，覚にい ろ 小鳥を 1 羽ずっお前たちにやろう・ 
黄金の鳥を 1 羽，銀の小鳥を 1 羽， 2 羽お前たちにやるから ，大切に持っ 
て 村へ 帰るのだよ・そして 一緒に暮らすのだよ・ 
村へ 帰れば 鳥 たちは，だんだんに 美しい女の人になって ，お前たち ほ その 
女たちと一緒に 暮らすようになるのだよ・ 
そうすれば，人間がふえるいわれ ，人間がふえる 元になって， これから 人 
間の系統が広がる 元になるのだから ， 
そのようにするのだよ」 
と ( いう声が聞こえました ) その神様のような 老人が言いました・そして ，それ 
からふたりは ， その， 黄金の /J 、 鳥を 1 羽 ， 銀の小鳥を 1 羽ずつ取って ， 持っ 
て，今度さっきの ，舟のところへ 下りて行って ， 舟を漕いで，その パ ナン ぺと 
ペナン ぺ の家に戻って 来ました・ 
そうしたらすぐに ，それこそ神様のようなふたりの 若い女性になって ，今度 
私たちはそれぞれ 事にめとって ，そうして暮らしているうちに ，その女性たち 
に子供が生まれました． 
それから私たちは 鹿でも熊でもとって 家に運んで来て ， 言いつけられたこと 
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manu ， nusa@ka@akar ， yuksapaunni@ka@akar ， kamuysapaunni@ka@akar@hine 
nusaha@akar@hine@oro@ta@aari   
orowanopo ， ne@siri@he@ne@ya ， etoko okake@coyranke@ kur@anepa@kor 
okaan@rapokke ， nea@pon@menoko@tup@mat@ne@(usa@ne)@usa@akor@wa@orano 
6@ posiesikte@hine@kusu@an@pe ， aynu@ ipirasare@katuhu,@motoho,@ne@ruwe 
ne@kusu ， aeysoytak   
sekor ， Pananpe@Penanpe@haweoka   
sekoran  uwepeker ノ 0   
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ですから，祭壇というものも 作り， ュクサ パウン ニ も作り， カムイ サ パウン ニ 
も作って，そのための 祭壇を作って ，そこに置きました・ 
それからというものは ，どういうわけだか ，私たちは前にも 後にも，獲物が 
天からおろされるように ，どんどんとれる 人になって暮らしている 間に，その 
若いふたりの 女性をそれぞれ 妻にめとって ，それから子供が 沢山できて，それ 
がもとになって ，人間がふえて 系統が広がったわけ ，起源なのですから ，話し 
て 聞かせました   
とパ ナン ぺ と べ ナン ぺ が言いました  
というお話 よ ・ 
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